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加藤産業株式会社 環境管理部 

第２回食品産業もったいない大賞 発表資料 

会社概要 

■設  立   １９４７年（昭和２２年）８月２２日   

■本  社   兵庫県西宮市松原町９番２０号   

■代 表 者   代表取締役社長 加藤和弥 

■事業内容   総合食品卸売業、カンピー製品製造発売元 

■資 本 金   ５９億３４０５万円 

■従業員数   １０００名 
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「強くて優しい会社」の実現を目指しています。 
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当社の環境への取り組み 

Ｋｅｙ－ｗｏｒｄ【低炭素社会実現のために】 

①エネルギー使用を減らす取り組み ：省エネ 

②再生可能エネルギーを創る取り組み：創エネ 
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エネルギー使用を減らす取り組み：省エネ 

当社の事業領域 

①物流 

②製造 

③オフィス・ 
 物流センター 

物流部門からのCO2排出量が6割を占めている 
3 
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物流での省エネ① 

カテゴリーごとの納品では… 

【衣料品】 【日用雑貨】 【食品関連商品】 

 
 
 
 
 
 【お得意先様 各店舗】 
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物流での省エネ② 
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【衣料品】 【日用雑貨】 【食品関連商品】 

 
 
 
 
 
 【お得意先様 各店舗】 

加藤産業【物流センター】より一括納品 
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物流での省エネ③ 
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＜あるお得意先様との取り組み＞ 

１週間の配送車両台数が８５台（１７台/日×５日/週）必要であったあるお得意先様に、 
店舗への配送を隔日配送に変更して頂きました。 

１０台/日×６日/週 ⇒ ２５台/週 削減 

＜物流でのCO2排出量の推移＞ 

＜２０１０年度比＞ 
 
 総量：▲９．７％ 
 
 売上高あたり原単位：▲２２．３％ 

製造での省エネ 
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＜製造工場での取り組み＞ 

◆蒸気配管への断熱ジャケット設置 
◆空調室外機への散水装置設置 
◆省エネ型冷蔵庫、エアコンへの更新 等 

＜製造でのCO2排出量の推移＞ 

＜２０１０年度比＞ 
 
 総量：▲２．５％ 
 
 売上高あたり原単位：▲１５．６％ 
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オフィス・物流センターでの省エネ 
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＜オフィス・物流センターでの取り組み＞ 

◆省エネ型照明器具への更新 
   
 
◆省エネ型冷凍・冷蔵設備、エアコンへの更新 等 

＜オフィス・物流センターでのCO2排出量の推移＞ 

＜２０１０年度比＞ 
 
 総量：▲４．１％ 
 
 売上高あたり原単位：▲１７．４％ 

水銀灯 
蛍光灯 

セラミックメタルハライドランプ 
高効率蛍光灯、ＬＥＤ 

全社トータルでのCO2排出量の推移 
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＜２０１０年度比＞ 
 

総量：▲７．５％  売上高あたり原単位：▲２０．４％ 
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再生可能エネルギーを創る取り組み：創エネ 
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＜太陽光発電システムの設置＞ 

＜２０１４年度＞ 
 ■設置事業所数 
   ６事業所 
 ■発電量（～2015.1） 
   １８４４千kWh 
 ■一般家庭1年分に置き換え 
   約５１０件分 
 
＜２０１５年度＞ 
 ■設置事業所数 
   ３事業所 

その他の取り組み 
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＜原料の再利用＞ 

原料納入時の品質保存のために 
使用のされているシロップ（糖 
度１０％）を、真空釜で濃縮し、 
糖度を６０％まで高めることに 
より、他の商品の原料として 
再利用。 

廃棄物の削減 
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